
平成1 7 年度 東海 ･ 北陸地区国立大学法人等教室系技術職員研修

(電気 ･ 電子コ ー

ス) に参加 して

前田浩 二 ( 機器分析グル ー プ)

はじめに

平成1 7 年度東海 ･ 北陸地区国立大学法人等教室系技術職員研修 (電気 ･ 電子 コ
ー ス) が静岡大学

浜松キ ャ ンパ ス に お い て 平成1 7 年9 月7 日 ( 水) - 9 日 (金) の3 日間の 日程で開催された｡ 今回 の 研

修に は東海 ･

北陸地区の1 0 大学及び自然科学研究機構より1 9 名が参加し､
三 重大学からは1 名が参加

した｡

研修日程

第1 日 開講式 ･ オリ エ ン テ
ー シ ョ ン

講議1 ｢ 私見; 法人化に おける技術部の 将来｣

講議2 ｢ 安全衛生法と労働災害｣

講議3 ｢ 半導体実験とその測定方法｣

講議4 ｢ デ ィ ジタル計測と計測デ
ー タの信号処理｣

講議5 ｢ D P S とそ の 応用｣

意見交換会

第2 日 実習 コ ー ス1 ｢ D P S に よる処理｣

コ
ー ス Z ｢ ロ ボ ッ ト( B o e - B o t) の実習｣

第3 日 施設見学 ｢ 静岡大学電子工学研究所｣

｢ 浜松ホト ニ ク ス中央研究所｣

閉講式

講讃内容等

こ こ で は2 日目 に行なわれた実習 に つ い て報告す る｡

実習はあらかじめ研修がはじまる前に どちら の コ
ー ス を選択するか の調査があ っ た｡ その結果､

コ
ー

ス1 ｢ D P S に よる処理｣ は6 名､
コ

ー ス 2 ｢ ロ ボ ッ ト(B o e - B o t) の 実習｣ は1 3 名とな っ て おり､ 人数の

ア ン バ ラ ン ス にもかかわらず希望するコ
ー

ス をそ の まま受講する こ とが で きた｡

私の受講したコ
ー

ス 2 の ｢ ロ ボ ッ ト( B o e - B o t) の実習｣ で は パ ララ ッ クス社のB o e- B o t と呼ばれるZ

個の サ
ー

ボモ ー タ ー で駆動させる3 輪ロ ボ ッ トを使用した｡ 搭載され て い る マ イク ロ プロ セ ッ サは

B a si c S t a m p 2 で プロ グラム をノ ー トP C からU S B ケ
ー

ブル を介して転送するo ロ ボ ッ ト上 の ブ レッ

ドボ
ー ドに セ ン サ ー や電子部品で 回路を組み込み

､ 光や接触などに反応して 動作させるように プロ グ

ラミ ングを行な っ た｡
セ ン サ ー 等との イ ン タ

ー

フ ェ
ー ス部の 実際的回路及び ロ ボ ッ トの制御等のプロ

グラミ ン グの実習を通じて ､
ロ ボ ッ トを使 っ た実験に 関する初歩的知識と経験を習得する こ とが で き

た､ 貴重な講習で あ っ た｡

一 方､
コ ー ス1 の ｢ D P S ( D ig i t al S ig n al P r o c e s s o r) に よる処理｣ の実習 で は､ テキサ ス イ ンス ツ ル

メ ン ツ社のD S P 開発キ ッ ト T M S 3 2 0 C 6 7 1 3 D S K を用 い て ､
C 言語によるD S P プロ グラム開発の実習

を行な っ てい た｡ 具体的には､
D S P プロ グラムの統合開発環境で あるC C S( C o d e C o m p o s e r S t u d io)

の 基本的な使用方法を学習し
､

リア ル タイム に実行するF I R デ ィ ジタ ル フ ィ ル タなどの 設計 ･ 製作を

行な い
､

実際に T M S 3 2 0 C 6 7 1 3 D S K で デ ィ ジタル フ ィ ル タを製作し その 動作を実測す る 実習を通じ

て D S P とデ ィ ジタ ル信号処理 に関する初歩的知識と経験を習得するもの で あ っ た｡

おわりに

研修に参加した の が久しぶりで あり､ 新鮮なおも い で参加する こ とが で きた｡ 大学が法人化された

こ ともあり今後 こ の ような研修がどの ような形に な っ て い くの か不透明な部分もあるが
､

どんな形で

あれ ､ 是非とも続けて い く こ との 必要性を認識した｡ それ に は主催する側として ､ 技術職員の参加は

必要不可欠で あり､ 今後益々技術職員が前面に 出て い かなければならな い と感じた｡

最後に静岡大学の教職員 の皆様､ 特に技術部の方々に は
､

あたたか い
､ 熟

I

L l な指導を頂き､ ありが

とうござ い ました｡ 大変有意義な研修を今後に活かした い と思 い ます0
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